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平成３０年度第２回北海道入札監視委員会 

開催結果 

 

                                  日時  平成３１年１月１７日（木）１５：２５～ 

                                  場所    道庁７階 農政部第１中会議室 

 

 

  （委員会次第） 

 

１  開 会 

 

２  挨 拶 

 

３  報告事項 

 

（1） 平成３０年度入札契約執行状況（平成３０月９月末）につ
いて 
 

４  抽出審議 
 
 

５ 閉 会 
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平成３０年度 第２回北海道入札監視委員会 出席者名簿 

 

委員長 

 

八 幡  雄 治 

 

委 員 

 

池 田  聡一郎 

 

委 員 

 

蟹 江  俊 仁 

 

委 員 

 

相 馬  仁 美 

 

委 員 

 

吉 原  美智世 

    ※五十音順、敬称略 

 

 関係各部局出席者 
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環境生活部環境局生物多様性保全課 課 長 武 田 敏 朗 

〃 主 幹 渡 辺 一 裕 

空知総合振興局保健環境部環境生活課 課 長 尾 崎 真 一 

農政部農村振興局事業調整課 課 長 須 藤 正 之 

〃 主 幹 高 橋 慎 哉 

〃 主 査 奈 良   充 

水産林務部総務課 課 長 黒 澤 政 之 

〃 主 幹 山 崎 康 裕 

〃 主 査 藤 間 秀 人 

建設部建設政策局建設管理課 課 長 田 中 利 昭 
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 事務局 
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総務部 次長兼行政改革局長 古 屋 義 則 

総務部行政改革局行政改革課 課 長 田 辺 き よ み 

〃 主 幹 上 野   淳 

〃 主 査 新 名 政 宏 

〃 主 任 石 川   恵 
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平成３０年度第２回北海道入札監視委員会議事録 

 

１ 開会 

（事務局） 

 ただいまから平成３０年度第２回北海道入札監視委員会を開催いたします。 

 開会にあたりまして、総務部次長兼行政改革局長 古屋よりご挨拶申し上げます。 

  

２ 挨拶 

（次長兼行政改革局長） 

 入札監視委員会の開催にあたり、ご挨拶申し上げます。 

 八幡委員長はじめ各委員のみなさまにおかれましては、年始めの大変お忙しい中、お集まりい

ただき感謝申し上げます。 

 まず、始めに、例年であれば第２回の委員会に先立ちまして現地調査を実施しておりますが、

本年度は９月６日の北海道胆振東部地震の発生に伴い、道の災害への対応に配慮していただき中

止の判断をしていただいたところでございます。 

 これまで道では延べ１，５００人を超える職員を被災地に派遣し、避難所の支援あるいは、災

害復旧にかかる技術支援を行ってきたところでございます。 

 今後も被災されたみなさまの１日も早い生活再建ですとか、被災地域の復旧復興に向けて努力

して参る考えでございます。 

 さて、本日の委員会ですが、平成３０年度の９月末現在における入札契約の執行状況につきま

して、ご報告をさせていただきますとともに、委員により抽出していただいた工事について、ご

審議をいただくこととしています。 

 入札や契約の過程、その透明性を確保するため活発な審議をお願いいたします。 

 また、本日の委員会をもちまして第８期の入札監視委員会活動が最後となるわけでございます。

八幡委員長、池田委員、相馬委員、吉原委員におかれましては、４年間、蟹江委員におかれまし

ては８年間に亘りまして道の入札などの適正化に向けた貴重なご意見をいただいたところでござ

います。各委員のみなさまに深く感謝を申し上げまして開催にあたっての挨拶とさせていただき

ます。本日はよろしくお願いいたします。 

 

（事務局） 

 それでは、この後の議事進行は八幡委員長にお願い申し上げます。 

 

３ 報告事項 

（１）平成２９年度入札契約執行状況（平成３０年３月末）について 

（八幡委員長） 

 それでは早速、議事に入りますが 

 報告事項「平成３０年度の入札契約執行状況」について、説明をお願いします。 

 

（事務局） 

 資料１－１に基づき説明 

 

（八幡委員長） 

私から何点か質問させていただきます。 
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 ７ページ目の本庁農政部の随意契約が５件という実績が記載されておりますが、どのような業

務内容で、どのような経緯で随意契約になったのか教えてください。 

 

（農政部） 

 農政部です。 

 業務内容につきましては、いずれも胆振東部地震の関連でして、５件中４件が農地等に大量の

土砂が堆積したということで、ドローンによる地形測量を実施して被災図などを作成する業務と

なっております。 

 随意契約の理由は、業務期間に制限があるということで、緊急の必要により競争入札に付すこ

とができない案件としまして、随意契約にしたものでございます。 

 残る１件につきましては、本年度胆振管内で撤去を予定していたため池におきまして、胆振東

部地震によりまして、土砂が堆積してしまったということで、新たに異常出水の際でも安全に下

流に水を流す対策が必要になったということで、その設計を業務委託として出したところでござ

います。 

 随意契約の理由としては、ダムの設計、解析の履行実績を満たすものが１者しかいなかったと

いうことで、契約の目的物が代替性のない案件として、随意契約としたところでございます。 

 

（八幡委員長） 

 今のお話にも出てきましたが、昨年の北海道胆振東部地震の災害復旧について、道において復

旧工事等を発注していると思いますが、発注状況、進捗状況はどのようになっていますか。 

 

（農政部） 

 農政部です。 

 まず、農林水産省の災害査定ですが、１０月１６日から１２月７日の間で行われ、査定額が国

直轄で４箇所／４８４億９，３００万円、道営で１３８箇所／１９億４，７００万円、団体営、

市町村や土地改良区営になりますが、５３箇所／６億５，４００万円の災害査定となっていると

ころでございます。道の復旧工事の発注状況ですが、１２月に１件発注済み、今後２月に５件、

３月以降に１件～２件の発注を予定しており、早期の復旧に努めているところでございます。 

 

（水産林務部） 

 水産林務部です。 

 流木の撤去、土のうの設置といった応急工事については既に発注済みです。山腹崩壊等の災害

復旧事業に係る治山工事と、林道施設災害復旧事業に係る工事につきましては、国の災害査定が

先週で全て終了したというところでして、今後順次工事を発注していく予定になっております。

また、林道施設災害復旧事業に係る工事につきましては、道有林分については道で発注、一般民

有林分は被害を受けた各町の方で発注することとなります。各町の発注分についても、今後順次

発注する予定となっております。 

 

 

（建設部） 

 建設部です。 

 当部で把握しております河川、道路、港湾といった公共土木施設の被害ですが、国につきまし

ては約４０億円の被害があったとお聞きしています。道の公共土木施設につきましては、建設部

関係はまだ災害査定中でございまして、被害の額が固まっていない状況ですが、今のところ１６
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０箇所で２４０億円程度になるのではと見込んでいるところでございます。 

 市町村につきましても、３００箇所近い被害が出ておりまして、事業費で１００億円程度見込

まれるといった状況です。 

先程もお話がありましたが、応急対策といいますか、道路の啓開作業等は終えておるところで

すが、今後の本復旧につきましては、昨年末に８本ほど２億円と少し。今年度も４０億円などそ

のくらいで、実際はこれから設計して、発注するのは年度明けになるかという見込みです。 

 それから、国にお願いをしている部分もありまして、そちらにつきましては、直轄砂防災害関

連緊急事業として大規模ですから４０億円程度、知事からお願いして実施しているというところ

でございます。 

 

 

（八幡委員長） 

 ３年前の平成２８年８月に北海道に上陸した台風災害の復旧工事は予定どおり完了しているの

かどうか。土木以外は昨年の時点でほぼ完了したと報告を受けておりますが、土木の方は現在ど

のような進捗状況でしょうか。 

 

（建設部） 

 今、先生から土木関係ということで河川関係ということで被害が大きかったと言うことで、大

体終了はしていますが、今回の災害により用地を取得してから工事を実施しなければならない箇

所が数カ所ありまして、その部分について年度内に発注するものが約１０億円ほどといったとこ

ろで少し残っています。全体のボリューム感から言うと９割ほど終わっているという状況です。 

 

（八幡委員長） 

 ほかの委員から質問はありますか。 

 

（池田委員） 

 ５ページ目ですが、工事の落札率ベースのところで、旭川建設管理部の随意契約が４７件と今

年は多かったように思いますが、その理由を教えていただけますか。 

 

（建設部） 

 地震の少し前に、留萌と上川で大雨の被害がございまして、旭川でいうと旭山動物園の近くで

かなりの出水がございまして、緊急な随意契約ということで、随意契約が多くなったという所で

ございます。 

 

（八幡委員長） 

 ほかになにかございます。よろしいでしょうか。 

 本来であれば、次に現地調査の報告をすべきところですが、昨年の地震の関係で現地調査が中

止としたため報告はできないということになります。現地調査に関しまして準備等のご協力をい

ただいた胆振総合振興局並びにオホーツク総合振興局の関係者の皆さまに対しましてこの場をお

借りしてお礼を申し上げます。 

 次に抽出審議に移りたいと思いますので、事務局は準備をお願いします。 

 

（事務局） 

 それでは、この後、抽出審議に移りますが、本委員会における審議は北海道入札監視委員会運
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営要領第３の２において非公開と規定されております。 

 何卒ご理解のうえ、関係機関以外の出席者並びに報道関係者におかれましては、ご退席をお願

いいたします。 

 

 

３ 抽出審議（非公開） 

 

  空知総合振興局札幌建設管理部発注工事４件について審議を行い、拡大設計変更理由や工事

等級のランクアップ理由などについて、委員より質問があり、考え方などの説明を行った。 


